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CDC25C; M-phase inducer phosphatase 3; Dual specificity phosphatase Cdc25C
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞分裂周期25C（CDC25C）ホモサピエンス この遺伝子は、細胞分裂の制御において重要な役割を果たす保存されたタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、サイクリンBに結合したCDC2の脱リン酸化を誘導し、有糸分裂への移行を引き起こします。また、p53誘導性の増殖停止も抑制します。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが記載されています。[RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,発生段階：主にG2期に発現。,機能：有糸分裂制御において、用量依存的な誘導因子として機能する。これは、細胞周期の進行に必要なチロシンタンパク質ホスファターゼです。 CDC2を直接脱リン酸化してキナーゼ活性を活性化する。,PTM：CHK1によってSer-216がリン酸化される。このリン酸化により14-3-3タンパク質の結合部位が形成され、ホスファターゼ活性が阻害される。,類似性：MPIホスファターゼファミリーに属する。,類似性：1つのロダネーゼドメインを含む。,サブユニット：HIV-1 Vprと相互作用し、CDC25Cホスファターゼ活性を不活性化する。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;プロゲステロンによる卵母細胞成熟;
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	CDC25C（リン酸化Ser198）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

